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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクチャブロックのピクチャデータに関連する構文要素を表すバイナリシンボルをコン
テキスト適応型二進算術コード化又は復号するための方法であって、
　－　前記ピクチャブロックのサイズが２の累乗である際は、前記ピクチャブロックの前
記サイズに従って決定されたコンテキストの関数として前記バイナリシンボルを算術コー
ド化又は復号することと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗ではない際は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズのすぐ上の又は下のブロックサイズに従って決定されたコンテキストの関
数として前記バイナリシンボルを算術コード化又は復号することであって、前記ブロック
サイズが２の累乗に等しい、算術コード化又は復号することと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ブロックサイズ又は前記ピクチャブロックの前記サイズが、前記ブロックの幅又は
高さのいずれかである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　コンテキストが、
　－　２の累乗に等しい異なるピクチャブロックサイズに従って少なくとも１つのコンテ
キストセットを得ることであって、各コンテキストセットが、特定の２の累乗に等しいピ
クチャブロックサイズに対して得られる、得ることと、
　－　画像ブロックの前記サイズが２の累乗かどうかチェックすることと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗である場合は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズに従って、前記得られた少なくとも１つのコンテキストセットの中からコ
ンテキストセットを選択することと、
　－　そうでない場合は、前記画像ブロックの前記サイズのすぐ上の又は下のブロックサ
イズに従って、前記得られた少なくとも１つのコンテキストセットの中からコンテキスト
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セットを選択することであって、前記ブロックサイズが２の累乗に等しい、選択すること
と、
　－　前記バイナリシンボルのシーケンスのうちの前記バイナリシンボルのインデックス
に従って、前記選択されたコンテキストセットの中からコンテキストを決定することと
によって、前記ピクチャブロックの前記サイズのすぐ上の又は下の前記ピクチャブロック
の前記サイズ又は前記ブロックサイズのいずれかに従って決定される、請求項１又は２に
記載の方法。
【請求項４】
　前記ピクチャブロックが走査順番に従って走査される際、ピクチャデータに関連する前
記構文要素が、前記ピクチャブロックに属する最終有意係数の空間座標のうちの１つを表
し、前記方法が、
　－　前記最終有意係数の前記空間座標のうちの１つが属する少なくとも１つの区間イン
デックスのセットの中から、整数値の区間を識別する区間インデックスを選択するステッ
プと、
　－　前記選択された区間インデックスを二進化することによって前記バイナリシンボル
のシーケンスを得るステップと
をさらに含み、
　－　前記バイナリシンボルのシーケンスの各ビンがコード化される、請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　前記最終有意係数の前記空間座標のうちの１つが前記区間インデックス及び前記オフセ
ット値によって表されるロスレスであるように、前記選択された区間内のオフセット値を
得ることをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ピクチャブロックが、少なくとも２つのピクチャサブブロックに分割され、ピクチ
ャデータに関連する前記構文要素が、前記少なくとも２つのピクチャサブブロックのうち
の１つの係数に関する有意係数フラグを表し、コンテキストが、
　－　画像ブロックの前記サイズが２の累乗かどうかチェックすることと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗である場合は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズに従って、ベースコンテキストインデックスを決定することと、
　－　そうでない場合は、前記ピクチャブロックの前記サイズのすぐ上の又は下のブロッ
クエリアサイズに従って、ベースコンテキストインデックスを決定することであって、前
記ブロックエリアサイズが２の累乗に等しい、決定することと
によって、前記ピクチャブロックの前記サイズのすぐ上の又は下の前記ピクチャブロック
の前記サイズ又は前記ブロックサイズのいずれかに従って決定され、
　－　前記コンテキストインデックスが、前記ベースコンテキストインデックスを、近隣
の係数の有意変換係数フラグから得られたコンテキスト増分に加えることによって決定さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ピクチャブロック又はサブブロックの前記サイズが、前記ピクチャブロック又はサ
ブブロックの幅及び／又は高さであり、前記方法が、２の累乗による整数値の積に等しい
その高さ及び／又はその幅を有するピクチャブロック又はサブブロックを得ることであっ
て、前記積が２の累乗ではない、得ることをさらに含む、請求項１～５の何れか一項に記
載の方法。
【請求項８】
　画像ブロックを得ることが、親ブロックを、２の累乗による前記整数値の積に等しいそ
の高さ及び／又はその幅を有する２つのサブブロックに分割することを含む、請求項６に
記載の方法。
【請求項９】
　ピクチャブロックのピクチャデータに関連する構文要素を表すバイナリシンボルをコン
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テキスト適応型二進算術コード化又は復号するためのデバイスであって、
　－　前記ピクチャブロックのサイズが２の累乗である際は、前記ピクチャブロックの前
記サイズに従って決定されたコンテキストの関数として前記バイナリシンボルを算術コー
ド化又は復号することと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗ではない際は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズのすぐ上の又は下のブロックサイズに従って決定されたコンテキストの関
数として前記バイナリシンボルを算術コード化又は復号することであって、前記ブロック
サイズが２の累乗に等しい、算術コード化又は復号することと
を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサを含む、デバイス。
【請求項１０】
　前記ブロックサイズ又は前記ピクチャブロックの前記サイズが、前記ブロックの幅又は
高さのいずれかである、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　コンテキストが、
　－　２の累乗に等しい異なるピクチャブロックサイズに従って少なくとも１つのコンテ
キストセットを得ることであって、各コンテキストセットが、特定の２の累乗に等しいピ
クチャブロックサイズに対して得られる、得ることと、
　－　画像ブロックの前記サイズが２の累乗かどうかチェックすることと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗である場合は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズに従って、前記得られた少なくとも１つのコンテキストセットの中からコ
ンテキストセットを選択することと、
　－　そうでない場合は、前記画像ブロックの前記サイズのすぐ上の又は下のブロックサ
イズに従って、前記得られた少なくとも１つのコンテキストセットの中からコンテキスト
セットを選択することであって、前記ブロックサイズが２の累乗に等しい、選択すること
と、
　－　前記バイナリシンボルのシーケンスのうちの前記バイナリシンボルのインデックス
に従って、前記選択されたコンテキストセットの中からコンテキストを決定することと
によって、前記ピクチャブロックの前記サイズのすぐ上の又は下の前記ピクチャブロック
の前記サイズ又は前記ブロックサイズのいずれかに従って決定される、請求項９又は１０
に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記ピクチャブロックが走査順番に従って走査される際、ピクチャデータに関連する前
記構文要素が、前記ピクチャブロックに属する最終有意係数の空間座標のうちの１つを表
し、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　－　前記最終有意係数の前記空間座標のうちの１つが属する少なくとも１つの区間イン
デックスのセットの中から、整数値の区間を識別する区間インデックスを選択することと
、
　－　前記選択された区間インデックスを二進化することによって前記バイナリシンボル
のシーケンスを得ることと
をさらに行うように構成され、
　－　前記バイナリシンボルのシーケンスの各ビンがコード化される、請求項１１に記載
のデバイス。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記最終有意係数の前記空間座標のうちの１つが
前記区間インデックス及び前記オフセット値によって表されるロスレスであるように、前
記選択された区間内のオフセット値を得るようにさらに構成される、請求項１２に記載の
デバイス。
【請求項１４】
　前記ピクチャブロックが、少なくとも２つのピクチャサブブロックに分割され、ピクチ
ャデータに関連する前記構文要素が、前記少なくとも２つのピクチャサブブロックのうち
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の１つの係数に関する有意係数フラグを表し、コンテキストが、
　－　画像ブロックの前記サイズが２の累乗かどうかチェックすることと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗である場合は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズに従って、ベースコンテキストインデックスを決定することと、
　－　そうでない場合は、前記ピクチャブロックの前記サイズのすぐ上の又は下のブロッ
クエリアサイズに従って、ベースコンテキストインデックスを決定することであって、前
記ブロックエリアサイズが２の累乗に等しい、決定することと
によって、前記ピクチャブロックの前記サイズのすぐ上の又は下の前記ピクチャブロック
の前記サイズ又は前記ブロックサイズのいずれかに従って決定され、
　－　前記コンテキストインデックスが、前記ベースコンテキストインデックスを、近隣
の係数の有意変換係数フラグから得られたコンテキスト増分に加えることによって決定さ
れる、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記ピクチャブロック又はサブブロックの前記サイズが、前記ピクチャブロック又はサ
ブブロックの幅及び／又は高さであり、前記方法が、２の累乗による整数値の積に等しい
その高さ及び／又はその幅を有するピクチャブロック又はサブブロックを得ることであっ
て、前記積が２の累乗ではない、得ることをさらに含む、請求項９～１４の何れか一項に
記載のデバイス。
【請求項１６】
　画像ブロックを得ることが、親ブロックを、２の累乗による前記整数値の積に等しいそ
の高さ及び／又はその幅を有する２つのサブブロックに分割することを含む、請求項１５
に記載のデバイス。
【請求項１７】
　ピクチャブロックのピクチャデータに関連する構文要素を表すバイナリシンボルをコン
テキスト適応型二進算術コード化又は復号するための方法を１つ又は複数のプロセッサに
実行させるための命令を含む非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記方法が、
　－　前記ピクチャブロックのサイズが２の累乗である際は、前記ピクチャブロックの前
記サイズに従って決定されたコンテキストの関数として前記バイナリシンボルを算術コー
ド化又は復号することと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗ではない際は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズのすぐ上の又は下のブロックサイズに従って決定されたコンテキストの関
数として前記バイナリシンボルを算術コード化又は復号することであって、前記ブロック
サイズが２の累乗に等しい、算術コード化又は復号することと
を含む、非一時的なコンピュータ可読媒体。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７２】
　多くの実装形態について説明してきた。それにもかかわらず、様々な変更を行えること
が理解されよう。例えば、他の実装形態を生成するために、異なる実装形態の要素を組み
合わせることも、補足することも、変更することも、除去することもできる。それに加え
て、当業者は、開示されるものの代わりに、他の構造及びプロセスを代用することができ
、結果として得られる実装形態は、開示される実装形態と少なくとも実質的に同じ結果を
達成するために、少なくとも実質的に同じ方法で、少なくとも実質的に同じ機能を実行す
ることを理解するであろう。それに従って、これらの及び他の実装形態は、この出願によ
って企図される。
（付記１）
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　ピクチャブロックに属するピクチャデータに関連する構文要素を表すバイナリシンボル
のシーケンスをコンテキスト適応型二進算術コード化／復号するための方法であって、前
記バイナリシンボルのシーケンスのうちの各バイナリシンボルに対し、
　－　前記ピクチャブロックのサイズ及びコード化予定の前記バイナリシンボルに従って
コンテキストを決定すること（１１０）と、
　－　前記決定されたコンテキストを考慮して前記バイナリシンボルを算術コード化／復
号すること（１２０）と
を含む方法において、前記コンテキストを決定すること（１１０）が、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗である際は、前記ピクチャブロック
の前記サイズに従ってコンテキストを決定すること（９１０）と、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗ではない際は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズのすぐ上の又は下のブロックサイズに従ってコンテキストを決定すること
（９２０）であって、前記ブロックサイズが２の累乗に等しい、決定すること（９２０）
と
を含むことを特徴とする、方法。
（付記２）
　ピクチャブロックに属するピクチャデータに関連する構文要素を表すバイナリシンボル
のシーケンスをコンテキスト適応型二進算術コード化／復号するためのデバイスであって
、前記バイナリシンボルのシーケンスのうちの各バイナリシンボルに対し、
　－　前記ピクチャブロックのサイズ及びコード化予定の前記バイナリシンボルに従って
コンテキストを決定するための手段と、
　－　前記決定されたコンテキストを考慮して前記バイナリシンボルを算術コード化／復
号するための手段と
を含むデバイスにおいて、前記コンテキストを決定することが、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗である際は、前記ピクチャブロック
の前記サイズに従ってコンテキストを決定することと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗ではない際は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズのすぐ上の又は下のブロックサイズに従ってコンテキストを決定すること
であって、前記ブロックサイズが２の累乗に等しい、決定することと
を含むことを特徴とする、デバイス。
（付記３）
　ブロックサイズ又は前記ピクチャブロックの前記サイズが、前記ブロックの幅又は高さ
のいずれかである、付記１に記載の方法又は付記２に記載のデバイス。
（付記４）
　前記ピクチャブロックの前記サイズに従ってコンテキストを決定すること（１１０）が
、
　－　２の累乗に等しい異なるピクチャブロックサイズに従って少なくとも１つのコンテ
キストセットを得ることであって、各コンテキストセットが、特定の２の累乗に等しいピ
クチャブロックサイズに対して得られる、得ることと、
　－　画像ブロックの前記サイズが２の累乗かどうかチェックすることと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗である場合は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズに従って、前記得られた少なくとも１つのコンテキストセットの中からコ
ンテキストセットを選択することと、
　－　そうでない場合は、前記画像ブロックの前記サイズのすぐ上の又は下のブロックサ
イズに従って、前記得られた少なくとも１つのコンテキストセットの中からコンテキスト
セットを選択することであって、前記ブロックサイズが２の累乗に等しい、選択すること
と、
　－　前記バイナリシンボルのシーケンスのうちの前記バイナリシンボルのインデックス
に従って、前記選択されたコンテキストセットの中からコンテキストを決定することと
を含む、付記１若しくは３に記載の方法又は付記２若しくは３に記載のデバイス。
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（付記５）
　前記ピクチャブロックが走査順番に従って走査される際、ピクチャデータに関連する前
記構文要素が、前記ピクチャブロックに属する最終有意係数の空間座標のうちの１つを表
し、前記方法又は前記デバイスが、
　－　前記最終有意係数の前記空間座標のうちの１つが属する少なくとも１つの区間イン
デックスのセットの中から、整数値の区間を識別する区間インデックスを選択するための
ステップ又は手段、
　－　前記選択された区間インデックスを二進化することによって前記バイナリシンボル
のシーケンスを得るためのステップ又は手段（１００）のそれぞれをさらに含み、
　－　前記バイナリシンボルのシーケンスの各ビンがコード化される（１１０、９１０、
９２０）、付記４に記載の方法又はデバイス。
（付記６）
　前記方法が、前記最終有意係数の前記空間座標のうちの１つが前記区間インデックス及
び前記オフセット値によって表されるロスレスであるように、前記選択された区間内のオ
フセット値を得ることをさらに含む、付記５に記載の方法又はデバイス。
（付記７）
　前記ピクチャブロックが、少なくとも２つのピクチャサブブロックに分割され、ピクチ
ャデータに関連する前記構文要素が、前記少なくとも２つのピクチャサブブロックのうち
の１つの係数に関する有意係数フラグを表し、前記コンテキストを決定すること（１１０
）が、
　－　画像ブロックの前記サイズが２の累乗かどうかチェックすることと、
　－　前記ピクチャブロックの前記サイズが２の累乗である場合は、前記ピクチャブロッ
クの前記サイズに従って、ベースコンテキストインデックスを決定することと、
　－　そうでない場合は、前記ピクチャブロックの前記サイズのすぐ上の又は下のブロッ
クエリアサイズに従って、ベースコンテキストインデックスを決定することであって、前
記ブロックエリアサイズが２の累乗に等しい、決定することと
を含み、
　－　前記コンテキストインデックスが、前記ベースコンテキストインデックスを、近隣
の係数の有意変換係数フラグから得られたコンテキスト増分に加えることによって決定さ
れる、付記１若しくは３に記載の方法又は付記２若しくは３に記載のデバイス。
（付記８）
　前記ピクチャブロック又はサブブロックの前記サイズが、前記ピクチャブロック又はサ
ブブロックの幅及び／又は高さであり、前記方法が、２の累乗による整数値の積に等しい
その高さ及び／又はその幅を有するピクチャブロック又はサブブロックを得ることであっ
て、前記積が２の累乗ではない、得ることをさらに含む、付記１、３～７の何れか一項に
記載の方法又は付記２～７の何れか一項に記載のデバイス。
（付記９）
　画像ブロックを得ることが、親ブロックを、２の累乗による前記整数値の積に等しいそ
の高さ及び／又はその幅を有する２つのサブブロックに分割することを含む、付記７に記
載の方法又はデバイス。
（付記１０）
　付記１、２～９の何れか一項に記載の方法の命令に従って符号化されたピクチャデータ
に関連する構文要素を表すバイナリシンボルのシーケンスを有する非一時的な記憶媒体。


	header
	written-amendment

